
町では、町民の皆さんが自由な発想で自主的に取り組むまちづくり活動に対し
て支援を行います。地域が持つ個性や環境などを生かして、創意工夫にあふれる
活動の応募をお待ちしております。

きれいにする
・身近な生活基盤の整備
・その他の生活基盤整備

活かす
・歴史文化の保存・活用
・自然環境の保存・活用

育てる
・地域の福祉・健康づくり

・地域の安心・安全づくり

補助対象経費
の

10／10以内

【応募資格・要件】 【補助率】 【補助上限額】【対象事業】

地域の環境整備
事業
（ハード事業）

地域資源を活用
した事業
（ソフト事業）

人づくり・仕組
みづくり事業
（ソフト事業）

地縁による団体又は
これに準ずる団体
（自治会等）

①地縁による団体又
はこれに準ずる団体
（自治会等）
②５人以上の町民で
組織されたグループ
や団体

補助対象経費
の

10／10以
内

２０万円
※除雪機購入は50万円
※３年分一括施工の場合は

６０万円

5万円

【募集期間】令和８年４月１日(水)～令和９年２月２６日(金)

【申請】
【審査】

①「申請書」に「必要関係書類」を添えて役場政策推進課へ提出
して下さい。（申請書は役場政策推進課でお渡しします）
②申請された事業計画は、書類審査等のうえ選考いたします。

あんな事業は
どうだろう？

こんな事業は
対象かしら？

【問い合わせ先】田子町役場 政策推進課 担当：工藤
電話：０１７９－２０－７１２７（直通）



事業区分 活動の分類 活動内容 備　考

道路や水路、側溝を修繕する事業
（中山間直接支払、農地水環境事業等地区を除く）

地縁による団体
等

集落内の私道を修繕する事業
地縁による団体
等

集落内の除雪を行う事業　※除雪機械の購入
（高齢者のみ世帯等の敷地内除雪など）

地縁による団体
等

掲示板、バス停留所の待合所やベンチなどを設置・修繕する
事業

地縁による団体
等

ごみ集積箱を設置・修繕する事業
地縁による団体
等

地域の歴史文化を調査・研究し、伝承する事業等
（集落行事の復活等）

町民団体

郷土料理を伝承する活動等
（郷土料理講習会）

町民団体

伝統工芸を伝承する活動
（草履、籠づくり等）

町民団体

地域の自然を楽しみ、学習する事業等
（地域の探索、山・川遊びなど）

町民団体

地域内の耕作放棄地を活用する活動
（利用協定、体験・景観農園など）

地縁による団体
等、町民団体

地域の資源を探し、マップをつくる活動
（地域の探索、自慢マップなど）

町民団体

地域の資源を守り残していく活動
（集落の巨木、湧水などの保存）

町民団体

集落の案内表示板を設置する活動 町民団体

地域の資源をＰＲし、活用していく活動
（案内板などの設置）

地縁による団体
等、町民団体

地域で協力しながら子育てを支援する事業等
（お菓子・おもちゃ作り教室、子育てｻﾛﾝなど）

地縁による団体
等、町民団体

高齢者の生き甲斐を支援する事業等
（漬け物・タオル草履勉強会など）

地縁による団体
等、町民団体

健康づくりへの関心を高める事業
地縁による団体
等、町民団体

メタボリックを予防するための活動
地縁による団体
等、町民団体

呆けず元気に暮らしを進める活動
地縁による団体
等、町民団体

地域住民の居場所を提供する活動
（集会所開放日、ミニイベント開催）

町民団体

地域での防犯、防災対策活動の組織づくりを推進する事業等
地縁による団体
等、町民団体

地域での防災訓練（消火、地震）
地縁による団体
等、町民団体

地域パトロールなどの地域内の防犯を進める活動
地縁による団体
等、町民団体

子供たちを交通事故から守る活動
（見守隊ジャンパー、ステッカー等）

地縁による団体
等、町民団体

地域づくりなどの研修会や講演会の実施 町民団体

住民を対象とした生涯学習講座の実施
地縁による団体
等、町民団体

【参考】活用事業例（こちらに無い活動内容についてもご相談に応じます。）

地域資源を活用
した事業

（ソフト事業）

地域資源を活用した
活動

地域の安心・安全づ
くり等にかかわる活
動

地域の環境整備
を図る事業

(ハード事業)

その他の生活基盤の
整備に関する活動

　※主要な集落基盤（主要道路・集会施設・交通安全施設等）や消防水利（消火栓・消火ホース等）等の整備は、
　 　それぞれの担当課でご相談に応じます。

地域を支える人づく
りや仕組みづくりの
活動

地域を支える人
づくり・仕組み
づくり事業

（ソフト事業）

身近な生活基盤の整
備に関する活動

地域の福祉・健康づ
くり等にかかわる活
動

地域の歴史文化の保
存・活用にかかわる
活動

地域の自然環境の保
存・活用にかかわる
活動



（単位：円）

番 号 区分
R7-1 ハード

R7-2 ソフト

R7-3 ハード

R7-4 ソフト

R7-5 ハード

R7-6 ソフト

R7-7 ソフト

R7-8 ソフト

R7-9 ハード

R7-10 ソフト

R7-11 ソフト

R7-12 ハード

R7-13 ソフト

R7-15 ハード

R7-16 ソフト

R7-17 ソフト

R7-18 ソフト

番号 区分 事 業 名

ごみ集積かご 104,000

計 104,000

1. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

104,000

令和７年度田子町協働のまちづくり活動支援事業活用事例集

本町地区自 主防災会

細野自治会

50,000

156,000

50,000
200,000
50,000
27,000

156,000
27,000
48,000
50,000
63,000
49,000
52,000

50,000
48,000

50,000

60,327

災害時用非常食備蓄事業 70,416

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実績画像

茂市自治会

団体名

ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与

茂市自治会

団体名
104,000

うち補助金額

清水頭自治会

北側自治会

柴倉自治会

下田子自治会

遠瀬自治会

野面自治会

根渡自治会

根渡自治会

嘉沢自治会

干草場自治会

明土平自治会

原自治会

干草場自治会

西舘野自治会

1,230,000
499,000
731,000

104,000

104,000

104,000

うち補助金額

55,600
ごみ集積かご設置事業 52,000

事業名 事業費
ごみ集積かご更新事業 104,000

地域活動の持続に向けた「生活館和室用の座イス」購入事業 55,600

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 48,840

災害時用非常食備蓄事業 49,527
ごみ集積かご塗装修繕事業 63,470

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 27,800
地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 83,400

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 27,800
ごみ集積かご更新事業 156,000

ごみ集積かご更新・新規設置事業 156,000

明土平バス停待合所 更新事業 214,500
地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 55,600

ソフト事業計 584,950
R７合計 1,330,920

ハード事業計 745,970

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 50,040

災害時用非常食備蓄事業

R7-1 ハード

茂市自治会内のごみ集積かご２基を

更新する。

補

助

対

象

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外
令和7年12月31日

～

交付決定の翌日

ごみ集積かご更新事

業

合 計



番号 区分 事 業 名

イス 55,600

計 55,600

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

55,600

番号 区分 事 業 名

ごみ集積かご 52,000

計 52,000

1. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

52,000

～

令和7年9月30日

52,000

実績画像 ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与

事 業 費 明 細

R7-2 ソフト 清水頭自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

サロン活動や自治会の会議を行ってい

く上で膝や腰が悪く、座敷座りが困難

な方がいます。イスを購入し使用する

ことにより、座敷座りができない高齢者

が気兼ねなく参加しやすい環境をつく

ることにより、高齢者が継続的に参加

しやすくなる地域交流持続の仕組み

づくりを行う。

補

助

対

象

うち補助金額

R7-3 ハード 北側自治会

ごみ集積かご設置事

業

北側自治会地内に、ごみ集積箱を１

基設置する。

補

助

対

象

52,000

52,000

交付決定の翌日

実績画像

うち補助金額

50,000

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和7年7月31日

合 計 50,000

団体名 事 業 内 容

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外



番号 区分 事 業 名

尾西のアルファ米（五目） 17,980
尾西のアルファ米（チキンライス） 17,980

常備用カレー 9,898

消費税 3,669

計 49,527

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

49,527

番号 区分 事 業 名

上塗り塗料 18,700

錆止め塗料 14,300

薄め液 6,050
その他塗装用消耗品 24,420

計 63,470

1. 出役労務 ：# 人* 1 日= 25 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

63,470 63,000

実績画像 ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与

実績画像 自治会での安全・安心づくり活動の一環として行うことにより、自治会員の災害時の生命の安全確保と防災意識の向上を図られた

うち補助金額

R7-5 ハード 下田子自治会

ごみ集積かご塗装修

繕事業

令和２年度以降に下田子自治会内

に設置した５基のごみ集積箱が錆び

てきたため、塗料を購入し再塗装作

業を自治会員が行う。なお、再塗装

前に研磨剤を用いて下地処理を行っ

たのち、既存のごみ集積箱の色と同じ

ような緑色に調合し、刷毛塗り手作

業で塗装する。

補

助

対

象

63,000

63,000

令和7年6月1日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

R7-4 ソフト 柴倉自治会

災害時用非常食備

蓄事業

柴倉地区は、災害があった際に指定避難所や

小売店等へ向かう道路が２路線のみしかなく、

２路線が分断された場合、孤立集落となるた

め、救助体制が整うまでの３日間分の非常食を

購入し、備蓄する。（非常食には消費期限があ

るため、２年に一度購入し、ローリングストックを

行います。）また、他地域で災害があった際は、

支援物資として送付するなど、非常食の有効活

用に努めます。

補

助

対

象

49,000

49,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

～

令和8年3月31日

合 計 49,000

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

補

助

対

象

外

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計

令和7年7月31日



番号 区分 事 業 名

座イス 55,600

計 55,600

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

55,600

番号 区分 事 業 名

DCMスタッキングツール 48,840

計 48,840

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

48,840 48,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

うち補助金額

R7-7 ソフト 野面自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

昨年度、サロン活動等で、高齢者が継続的

に参加しやすくなる地域交流持続の仕組み

づくり（イス１０脚の購入）を行いました。

高齢化が進み、同様にイスに座りながら参加

している高齢者が増えたため、新たにイスを

購入し座敷座りできない高齢者が気兼ねな

く参加しやすい環境をつくることにより、高齢

者が継続的に参加しやすくなる地域交流持

続の仕組みづくりを行う。

補

助

対

象

48,000

48,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和7年8月31日

～

令和7年7月31日

合 計 50,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

補

助

対

象

外

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-6 ソフト 遠瀬自治会

地域活動の持続に向

けた「生活館和室用の

座イス」購入事業

遠瀬集落も高齢化により自治会活動を継続で

きるかが今後の大きな課題でもある。コロナ禍を

乗り越え、地域活動に積極的に取り組むこととし

ているが、生活館での会合やサロン活動などで、

膝や腰が痛いなど、座敷座りが大変で出席を遠

慮したいという会員が増えています。会員の皆さ

んが気兼ねなく活動に参加出来る環境づくりのた

め、和室用の座イスを購入し、みんなが参加出

来る地域活動の実施とその充実を図るものであ

る。

補

助

対

象

50,000

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計



番号 区分 事 業 名

イス 27,800

計 27,800

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

27,800

番号 区分 事 業 名

ごみ集積かご 156,000

計 156,000

1. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

156,000 156,000

実績画像 ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与

うち補助金額

R7-9 ハード 根渡自治会

ごみ集積かご更新事

業

根渡自治会内のごみ集積かごを３基

を更新する。

補

助

対

象

156,000

156,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和7年12月31日

～

令和7年12月31日

合 計 27,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-8 ソフト 根渡自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

サロン活動を行っていく上で膝や腰が

悪く、座敷座りが困難な方がいます。

イスを購入し使用することにより、座敷

座りできない高齢者が気兼ねなく参

加しやすい環境を作ることにより、高齢

者が継続的に参加しやすくなる地域

交流持続の仕組みづくりを行う。

補

助

対

象

27,000

27,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計



番号 区分 事 業 名

イス 27,800

計 27,800

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

27,800

番号 区分 事 業 名

イス 83,400

計 83,400

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

83,400 50,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

うち補助金額

R7-11 ソフト 干草場自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

活動を行っていく上で膝や腰が悪く、

座敷座りが困難な方がいます。イスを

購入し使用することにより、座敷座りで

きない高齢者が気兼ねなく参加しやす

い環境を作ることにより、高齢者が継

続的に参加しやすくなる地域交流持

続の仕組みづくりを行う。

補

助

対

象

50,000

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和7年12月31日

～

令和7年12月31日

合 計 27,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

補

助

対

象

外

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-10 ソフト 嘉沢自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

活動を行っていく上で膝や腰が悪く、

座敷座りが困難な方がいます。イスを

購入し使用することにより、座敷座りで

きない高齢者が気兼ねなく参加しやす

い環境を作ることにより、高齢者が継

続的に参加しやすくなる地域交流持

続の仕組みづくりを行う。

補

助

対

象

27,000

27,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計



番号 区分 事 業 名

サイクルロビー 190,300

角桝 24,200

計 214,500

1. 出役労務 ： 6 人* 1 日= 6 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

214,500

番号 区分 事 業 名

いす 55,600

計 55,600

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

55,600

～

令和7年9月30日

合 計 50,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-13 ソフト 原自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

自治会活動等を行っていく上で膝や

腰が悪く、座敷座りが困難な方がいま

す。イスを購入し使用することにより、

座敷座りができない高齢者が気兼ね

なく参加しやすい環境をつくることによ

り、高齢者が継続的に参加しやすくな

る地域交流持続の仕組みづくりを行

う。

補

助

対

象

50,000

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

補

助

対

象

外

～

令和7年12月31日

合 計 200,000

実績画像 バスに乗車する人の環境が整備され、さらには、安全にバスを待つことができ、バスを待つ間等に、自治会の人々の交流が図られた。

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-12 ハード 明土平自治会

明土平バス停待合所

更新事業

強風で倒れた（令和元年頃）明土平バス

停の待合所を更新するものです。昭和５５

年相米小学校が閉校し、田子小学校へ通

うスクールバス運行に伴い設置されたバス停

であった。近年、通学用に児童が利用する

状況になったことから待合所を更新するもの

です。（主たる利用者の見込みとして現在、

小学生２人・こども園児３人在住）

補

助

対

象

200,000

200,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画



番号 区分 事 業 名

ごみ集積かご 156,000

計 156,000

1. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

156,000

番号 区分 事 業 名

高質の森水５００ｍｌ 10,800
高質の森水２０００ｍｌ 8,400
米粉で作った山菜うどん 17,000
美味しい防災食けんちん汁 19,000
ほたて貝柱のおかゆ 10,000

消費税相当額 5,216

計 70,416

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

70,416

補

助

対

象

外

～

令和8年2月27日

合 計 50,000

実績画像 自治会での安全・安心づくり活動の一環として行うことにより、自治会員の災害時の生命の安全確保と防災意識の向上を図られた

156,000

実績画像 ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-16 ソフト 西舘野自治会

災害時用非常食備

蓄事業

西舘野自治会では、上ノ平生活館が災害

時の指定緊急避難場所になっていることか

ら、非常食を備蓄し災害時に備えるもので

す。また、自治会では自主防災会を組織

し、年に１回防災訓練を行っており、炊き出

しの代わりに訓練に使用し防災意識の向上

を図りながらローリングストックを行うもので

す。

補

助

対

象

50,000

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

R7-15 ハード 干草場自治会

ごみ集積かご更新・新

規設置事業

干草場自治会内のごみ集積かご２

基を更新し、新たに１基を設置する。

補

助

対

象

156,000

156,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和8年3月31日

合 計

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額



番号 区分 事 業 名

尾西のアルファ米五目 22,980
尾西のアルファ米チキン 22,980

常備用カレー 9,898

消費税 4,469

計 60,327

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

60,327

番号 区分 事 業 名

アテーナライフお座敷チェア 50,040

計 50,040

1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ：

計

50,040 50,000

実績画像 高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

R7-18 ソフト 細野自治会

地域交流の持続に向

けた仕組みづくり事業

活動を行っていく上で膝や腰が悪く、

座敷座りが困難な方がいます。イスを

購入し使用することにより、座敷座りが

できない高齢者が気兼ねなく参加しや

すい環境をつくることにより、高齢者が

継続的に参加しやすくなる地域交流

持続の仕組みづくりを行う。

補

助

対

象

50,000

50,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外

～

令和8年3月31日

合 計

～

令和8年3月31日

合 計 48,000

実績画像 自治会での安全・安心づくり活動の一環として行うことにより、自治会員の災害時の生命の安全確保と防災意識の向上を図られた

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

団体名 事 業 内 容 事 業 費 明 細 うち補助金額

R7-17 ソフト
本町地区自

主防災会

災害時用非常食備

蓄事業

本町地区では、にぎわい館が災害時

の指定緊急避難場所になっていること

から、非常食を備蓄し災害時に備え

るものです。また、他地域で災害が発

生した際には、備蓄した非常食を支

援物資として提供するなど、資源を有

効活用します。

補

助

対

象

48,000

48,000

交付決定の翌日

会員の労務などのボランティア計画

補

助

対

象

外



（単位：円）

番号 区分
R６-1 ソフト

R６-2 ソフト

R６-3 ソフト

R６-4 ハード

R６-5 ソフト

R６-6 ハード

R６-7 ハード

R６-8 ハード

R６-9 ハード

R６-10 ソフト

R６-11 ソフト

R６-12 ハード

R６-13 ソフト

R６-14 ソフト

R６-15 ソフト

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

お座敷チェア 55,600 50,000

交付決定の翌日 計 55,600 50,000
～

R6.6.16 1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ： 計

55,600 50,000

嘉沢自治会 地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 38,920 38,000
西舘野自治会 地域交流の活性化に向けた仕組みづくり事業 169,180 50,000
飯豊自治会 災害時非常食配布備蓄事業 55,164 50,000

舞手自治会 墓地参道整備事業 750,000 581,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-1 ソフト

南風張常会 ごみ集積かご設置事業 52,470 52,000

合 計

実 績 画 像

1,606,000

茂市自治会 ごみ集積かご更新事業 156,000 156,000

関自治会 地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 55,600 50,000

ハード事業計
ソフト事業計
R６合計

遠瀬自治会

1,994,456

55,600

川代自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

川代自治会は、サロン活動を活発
に行っていくうえで、参加者の高齢
者が参加しやすい環境を作るた
め、イスを購入し使用することによ
り、膝や腰が悪くて座敷座りできな
い高齢者が気兼ねなく参加しやす
い環境を作った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

災害時避難体制整備事業

地域活動の持続に向けた「生活館和室用の座イス」購入事業

うち補助金額
50,000
46,000
50,000
52,000

1,428,470

都市農村交流センター公園整地事業

367,000

33,352
220,000
198,000

事業費

1,239,000

33,000
200,000
198,000

55,600
46,970
55,600
52,000

565,986

50,000

団体名
川代自治会

野面自治会

袖平自治会

石亀地区自治会

柴倉自治会

原自治会

干草場自治会

事業名
地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業

ごみ集積かご更新事業

ごみ集積かご設置事業

令和６年度田子町協働のまちづくり活動支援事業活用事例集

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

テーブル・イス 46,970 46,000

交付決定の翌日 計 46,970 46,000
～

R6.7.9 1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

そ の 他 ： 計

46,970 46,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

イス 55,600 50,000

R6.6.6 計 55,600 50,000
～

R6.6.9 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

55,600 50,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計

実 績 画 像

R６-2 ソフト 野面自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

昨年度、サロン活動等で、高齢者が継続的に参
加しやすくなる地域交流持続の仕組みづくり
（テーブルとイスの購入）を行った。高齢化が進
み、同様にテーブルとイスに座りながら参加して
いる高齢者が増えたため、新たにテーブルとイ
スを購入し座敷座りできない高齢者が気兼ねな
く参加しやすい環境をつくることにより、高齢者
が継続的に参加しやすくなる地域交流持続の
仕組みづくりを行った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-3 ソフト 袖平自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

サロン活動や自治会の会議を行っていく
上で膝や腰が悪く、座敷座りが困難な方
がいます。イスを購入して使用すること
により、座敷座りできない高齢者が気兼
ねなく参加しやすい環境をつくることによ
り、高齢者が継続的に参加しやすくなる
地域交流持続の仕組みづくりを行った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご 52,000 52,000

交付決定の翌日 計 52,000 52,000
～

R6.7.31 3. 出役労務 ： 2 人* 1 日= 2 人日

4. 機 械 ：

そ の 他 ： 計

52,000 52,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

非常用持ち出し袋 33,352 33,000

R6.6.5 計 33,352 33,000
～

R6.6.6 5. 出役労務 ： 人* 日= 人日

6. 機 械 ：

そ の 他 ： 計

33,352 33,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-4 ハード
石亀地区自治
会

ごみ集積かご更新事
業

石亀地区自治会内のごみ集積箱１
基を更新した。 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

実 績 画 像

R６-5 ソフト 柴倉自治会

災害時避難体制整
備事業

避難情報発令時の避難時間短縮を
目的とし、非常持ち出し袋を配布
し、個々の啓発を促した。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

合 計

自治会員の避難時の安全確保と防災意識の向上に寄与

ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

土工 200,000

　除根、整地作業 170,000

　重機回送 80,000

　消費税 25,000

　値引き △ 55,000

R6.6.9 計 220,000 200,000
～

R6.6.17 1. 出役労務 ： 30 人* 1 日= 30 人日

2. 機 械 ：

計
3. その他 ： 220,000 200,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご 198,000 198,000

交付決定の翌日 計 198,000 198,000
～

R6.9.30 1. 出役労務 ： 7 人* 1 日= 7 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ： 計

198,000 198,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実 績 画 像

R６-7 ハード 干草場自治会

ごみ集積かご設置事
業

干草場自治会地内に、ごみ集積か
ご１基を設置した。 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-6 ハード 原自治会

都市農村交流セン
ター公園整地事業

都市農村交流センター裏にある公園
は、完成してから手つかずの状態で、公
園内敷地はコケが生えていたり、土が溜
まっていたりなど、地面の凹凸がひどく、
安全に利用する事が困難なことから、重
機によるコケの除去と整地を行った。ま
た、自治会では、公園内の草刈を行い、
環境整備に努めた。

合 計

合 計

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

幼児から高齢者まで安心安全な利用ができ、地域交流の拠点とする事ができる

ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご 52,470 52,000

交付決定の翌日 計 52,470 52,000
～

R6.9.30 4. 出役労務 ： 2 人* 1 日= 2 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

52,470 52,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご 156,000 156,000

交付決定の翌日から 計 156,000 156,000
～

R6.7.22 4. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

156,000 156,000

R６-8 ハード 南風張常会

ごみ集積かご設置事
業

南風張常会地内に、ごみ集積かご
１基を設置した

会員の労務などのボランティア計画

実 績 画 像

事 業 内 容

事 業 内 容

R６-9 ハード 茂市自治会

ごみ集積かご更新事
業

実 績 画 像

補
助
対
象

補
助
対
象
外

合 計

事 業 費 明 細

茂市自治会地内に、ごみ集積かご
３基を更新した 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

事 業 費 明 細

収集の効率化を図ることができ、鳥獣被害防止、環境衛生の保持にも寄与

ごみ収集の効率化・鳥獣によるごみ散乱を防ぎ、環境衛生の保持に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

楽々お座敷チェア 55,600 50,000

R6.7.5 計 55,600 50,000
～

R6.7.23 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

55,600 50,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

お座敷チェア 55,600 50,000

交付決定の翌日から 計 55,600 50,000
～

R6.10.31 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

55,600 50,000

実 績 画 像

補
助
対
象
外

合 計

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-11 ソフト 関自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

今年度から自治会活動の計画にサロン活動を
組み入れ実施することとしているが、参加者の
高齢化が進んでいるため、座布団に座っての状
態では、膝や腰が痛くなり参加しにくいとのこと
であり、活動しやすい環境をつくるにはイスを用
意することで、高齢者が継続的に参加しやすく
なり、地域における世代間の交流やサロン活動
の活発化を目指すことができる。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

R６-10 ソフト 遠瀬自治会

地域活動の持続に
向けた「生活館和室
用の座イス」購入事
業

遠瀬集落も高齢化により自治会活動を継続できるかが
今後の大きな課題でもある。コロナ禍を乗り越え、地域
活動に積極的に取り組むこととしているが、生活館での
会合やサロン活動などで、膝や腰が痛いなど、座敷座り
が大変で出席しないという会員が増えています。会員の
皆さんが気兼ねなく活動に参加できる環境づくりを進め
るため、和室用の座イスを購入し、みんなが参加できる
地域活動の推進とその充実を図る。（自治会構成世帯は
３７件である。座イスは予備も含め４０脚の購入とし、購
入に当たっては、２０脚づつの２ヶ年事業とする。）

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画

合 計

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

資材費 537,768 581,000

重機借上料 44,000

交付決定の翌日から 計 581,768 581,000
～ 作業員賃金 158,400

R6.3.31 4. 出役労務 ： 5 人* 1 日= 5 人日 諸経費 5,080
5. 機 械 ： 法定福利費 4,752
6. そ の 他 ： 計 168,232

750,000 581,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

お座敷チェア 38,920 38,000

交付決定の翌日から 計 38,920 38,000
～

R6.11.7 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

38,920 38,000

事 業 内 容

実 績 画 像

合 計

実 績 画 像

事 業 費 明 細

R６-13 ソフト 嘉沢自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

サロン活動を行っていく上で膝や腰が
悪く、座敷座りが困難な方がいます。
イスを購入し使用することにより、座敷
座りできない高齢者が気兼ねなく参加
しやすい環境をつくることにより、高齢
者が継続的に参加しやすくなる地域交
流持続の仕組みづくりを行った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-12 ハード 舞手自治会

墓地参道整備事業

舞手地区内にある共同墓地につながる道路
は、急勾配であり、アスファルト舗装がされて
いない箇所もある。未舗装部分では、路面の
くぼみやぬかるみが生じるとともに、舗装部分
においても降雨などでぬれた路面が滑りやす
く、特に高齢者は転倒の危険性がより高まる
ため、安全かつ円滑な通行ができるように通
路に手すりと階段を設置した。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

刈払機５台、軽トラック１台

合 計

安全安心な歩行空間の確保と共同墓地の自主的・継続的な運営が促進された

高齢者の生きがいづくり・健康づくり・見守り活動に寄与



番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

液晶ディスプレイ 169,180 50,000

交付決定の翌日から 計 169,180 50,000
～

R6.12.20 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

169,180 50,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

生命のパン 36,000 36,000

黒部５年保存水 10,800 10,800

消費税 3,744 3,200

交付決定の翌日から 計 50,544 50,000
～ 送料 4,200

R7.3.21 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日 消費税 420
5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計 4,620

55,164 50,000合 計

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-15 ソフト 飯豊自治会

災害時非常食配布
備蓄事業

飯豊自治会では、災害時における一時的な対
応として、全会員に非常食を配布、また、飯豊
生活館が災害時の指定避難所になっているこ
とから、非常食を備蓄しているが、消費期限が
近づいているため更新した。　また、自治会では
自主防災会を組織し、年に１回に防災訓練を
行っており、その際に消費期限の近い非常食か
ら炊き出しの代わりに試食し防災意識の向上を
図りながらローリングストックを行う。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R６-14 ソフト 西舘野自治会

地域交流の活性化
に向けた仕組みづく
り事業

地域活動の意識共有と地域交流の活性化を目的
に、大型液晶ディスプレイを購入した。活用方法とし
ては、自治会の総会時に１年間の活動写真をディス
プレイに映し出し地域活動の意識共有を図ったり、自
主防災会での訓練で地域内の地図を映し出し要支
援者への声かけ訓練に活用します。
また、サロン時にはｅスポーツを参加者みんなで楽し
めるようにディスプレイに映し出し利用したり、ｅス
ポーツ通して子供世代との世代間交流にも活用しま
す。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

自治会の地域活動の意識共有が行える他、子供世代との世代間交流の活発化等に寄与

災害時の生命の安全確保と防災意識の向上



（単位：円）

番号 区分

R５-1 ハード

R５-2 ハード

R５-3 ハード

R５-4 ソフト

R５-5 ハード

R５-6 ソフト

R５-7 ハード

R５-8 ソフト

R５-9 ハード

R５-10 ソフト

R５-11 ソフト

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご購入 201,000 200,000

R5.6.14 計 201,000 200,000
～

R5.7.2 1. 出役労務 ： 7 人* 1 日= 7 人日

実施：１日間 2. 機 械 ：

3. そ の 他 ： 計

201,000 200,000

柴倉自治会 災害時用非常食備蓄事業 54,983 50,000

合 計

実 績 画 像

1,309,000

北側自治会 ごみ集積かご設置事業 45,000 45,000

山口自治会 地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業 74,970 50,000

ハード事業計

ソフト事業計

R５合計

西舘野自治会

1,349,733

86,184

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-1 ハード
石亀地区自治
会

ごみ集積かご更新事
業

石亀地区自治会地内のごみ集積
かご４基を更新した。 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

集落内道路修繕事業

災害時用非常食備蓄事業

うち補助金額

200,000

198,000

50,000

50,000

1,125,000

地域交流の持続に向けた仕組みづくり事業

1,122,000

200,000

37,180

429,000

事業費

187,000

200,000

37,000

429,000

201,000

198,000

52,000

57,600

224,733

50,000

団体名

石亀地区自治会

干草場自治会

南側自治会

宮野自治会

清水頭自治会

野面自治会

山口自治会

事業名

ごみ集積かご更新事業

ごみ集積かご設置事業

ごみ集積かご設置事業

地域交流持続に向けた仕組みづくり事業

除雪機購入事業

収集の効率化を図ることができ、鳥獣被害防止、環境衛生の保持にも寄与



（単位：円）

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かごの購入 198,000 198,000

R5.6.8 計 198,000 198,000
～

R5.6.23 1. 出役労務 ： 7 人* 1 日= 7 人日

実施：１日間 2. 機 械 ：

そ の 他 ： 計

198,000 198,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かご一式 52,000 50,000

R5.5.31 計 52,000 50,000
～

R5.7.2 4. 出役労務 ： 1 人* 1 日= 1 人日

実施：1日間 5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

52,000 50,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

合 計

実 績 画 像

R５-2 ハード 干草場自治会

ごみ集積かご設置事
業

干草場自治会地内にごみ集積かご
を一基設置した。 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-3 ハード 南側自治会

ごみ集積かご設置事
業

ごみの集積場所において、カラスに
よるごみの散乱被害が頻繁に発生
しており、環境衛生を改善するため
集積かごを１基設置した。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

カラスによるごみの散乱被害の解消、地域の環境改善がなされた

鳥獣によるごみ散乱の被害防止、環境衛生の保持にも寄与



（単位：円）

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

イスの購入 57,600 50,000

R5.7.12 計 57,600 50,000
～

R5.8.4 3. 出役労務 ： 人* 日= 人日

4. 機 械 ：

そ の 他 ： 計
57,600 50,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

重機借上・砕石等 200,000 200,000

R5.7.24 計 200,000 200,000
～

R5.7.27 5. 出役労務 ： 4 人* 1 日= 4 人日

6. 機 械 ：

そ の 他 ： 計

200,000 200,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-4 ソフト 宮野自治会

地域交流持続に向け
た仕組みづくり事業

イスを１２脚購入し使用することに
より、サロン活動等の際に、高齢者
のひざ等の負担を軽減し、気兼ね
なく参加しやすい環境作ることによ
り、高齢者が継続的に参加しやすく
なる地域交流持続の仕組みづくり
を行った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

実 績 画 像

R５-5 ハード 清水頭自治会

集落内道路修繕事
業

清水頭地区内にある共同墓地への
道路が、大雨等により崩れたり、掘
れたりし、凹凸している箇所を安全
に通行できるように道路に砕石を敷
いた。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

合 計

高齢者が継続的に参加しやすくなる地域交流持続の仕組みづくりができた

安全で安心な車の通行ができるようになった



（単位：円）

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

テーブル・イス 37,180 37,000

R5.9.10 計 37,180 37,000
～

R5.9.24 1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

計
3. そ の 他 ： 37,180 37,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

除雪機 429,000 429,000

R5.9.10 計 429,000 429,000
～

R5.12.27 1. 出役労務 ： 人* 日= 人日

2. 機 械 ：

3. そ の 他 ： 計

429,000 429,000

事 業 内 容 事 業 費 明 細

実 績 画 像

R５-7 ハード 山口自治会

除雪機購入事業

山口自治会区域内における冬期間
の除雪作業のため、除雪機を新規
購入した。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-6 ソフト 野面自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

テーブルとイスを購入し使用するこ
とにより、座敷座りできない高齢者
が気兼ねなく参加しやすい環境を
つくることにより、高齢者が継続的
に参加しやすくなる地域交流持続
の仕組みづくりを行った。

合 計

合 計

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

自治会で道路等の除雪作業を行うことで高齢者の除雪支援と住民同士の連携意識が向上

高齢者が継続的に参加しやすくなる地域交流持続の仕組みづくりができた



（単位：円）

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

非常用水(2L×6本)19箱 36,730 34,000
非常用食(ｱﾙﾌｧ米50食入り)1箱 18,253 16,000

交付決定の日 計 54,983 50,000
～

R6.1.18 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

54,983 50,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

ごみ集積かごの購入 45,000 45,000

交付決定の翌日から 計 45,000 45,000
～

R6.2.14 4. 出役労務 ： 2 人* 1 日= 2 人日

5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

45,000 45,000

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-8 ソフト 柴倉自治会

災害時用非常食備
蓄事業

柴倉地区は、災害があった際に指定避難
所や小売店等へ向かう道路が２路線のみ
しかなく、２路線が分断された場合、孤立
集落となるため、救助体制が整うとされる
３日間分の非常食を購入し備蓄した。(非
常食には消費期限があるため、２年に一
度購入し、ローリングストックを行いま
す。)また、他地域で災害があった際は、
支援物資として送付するなど、非常食の
有効活用に努めます。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-9 ハード 北側自治会

ごみ集積かご設置事
業

北側自治会地内に、ごみ集積箱を
１基設置した。 補

助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

合 計

実 績 画 像

自治会員の災害時の生命の安全確保ができ、防災意識が向上

収集の効率化を図ることができ、鳥獣被害防止、環境衛生の保持にも寄与



（単位：円）

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

非常食 86,184 50,000

交付決定の翌日から 計 86,184 50,000
～

R6.3.31 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

実施：1日間 5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計
86,184 50,000

番号 区分 団 体 名 事 業 名 うち補助金額

イス 74,970 50,000

交付決定の翌日から 計 74,970 50,000
～

R6.3.31 4. 出役労務 ： 人* 日= 人日

実施：1日間 5. 機 械 ：

6. そ の 他 ： 計

74,970 50,000

補
助
対
象
外

合 計

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-10 ソフト 西舘野自治会

災害時用非常食備
蓄事業

西舘野自治会では、上ノ平生活館が災害時
の指定避難所になっており、また種子地区の
指定避難所になっていることから、非常食を
備蓄し災害時に備えた。また、自治会では自
主防災会を組織し、年に１回防災訓練を行っ
ており、その際に賞味期限の近い非常食から
炊き出しの代わりに試食し防災意識の向上を
図りながらローリングストックを行います。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画

合 計

実 績 画 像

事 業 内 容 事 業 費 明 細

R５-11 ソフト 山口自治会

地域交流の持続に
向けた仕組みづくり
事業

サロン活動を行っていく上で膝や腰が
悪く、座敷座りが困難な方がいます。
イスを購入し使用することにより、座敷
座りできない高齢者が気兼ねなく参加
しやすい環境をつくることにより、高齢
者が継続的に参加しやすくなる地域交
流持続の仕組みづくりを行った。

補
助
対
象

会員の労務などのボランティア計画 補
助
対
象
外

高齢者が継続的に参加しやすくなる地域交流持続の仕組みづくりができた

自治会員の災害時の生命の安全確保ができ、防災意識が向上


